
 

 １１／２８（木）の発表

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報道発表資料の配付日時　１１月２８日（木）15時00分 

 発 表 項 目 アドベンチャートラベラー受入セミナー・ワークショップ（中標津会場） 
（ 行 事 名 ） の開催について

 記者レクチャー (実施日時)   発 表 者

  
 の お 知 ら せ   発表場所

    ○　（公社）北海道観光機構及び道では、道内各地域におけるアドベンチ
 概 要 ャートラベル（ＡＴ）顧客の受入体制強化に向け、地域のＡＴ関係者が相互

に知識を共有し合い、連携を深める「アドベンチャートラベラー受入セミナ
 ー・ワークショップ」を全道６地域にて開催しています。

 
 ○　中標津会場では、12月2日（月）～3日（火）の日程で実施します。

 
○　日　時  令和６年（2024年）12月2日（月）～3日（火）（２日間） 
　　　　　　【2日（月）】13:30～17:00 
　　　　　　【3日（火）】09:30～12:00 

 　　会　場　中標津経済センター　多目的ホールＡＢ
 　　　　　　（標津郡中標津町東2条南2丁目1）

 　　参加者　ツアーオペレーター、アクティビティガイド、
 　　　　　　観光協会、行政機関等のＡＴ関係者　約30名

 　　
 ○　主なプログラム内容（詳細は別添のチラシをご参照ください） 

 　　12月2日（月）
 　　　・ＡＴガイド事例紹介とリスクマネジメント

　　　　（講師：鶴雅リゾート(株)取締役アドベンチャー事業部長　高田　茂 氏） 
 　　　・商品造成ワークショップ　①

 
 　　12月3日（火）

 　　　・国立公園を活用したアドベンチャートラベル（講演）
 　　　　（講師：環境省北海道地方環境事務所

 　　　　　　　　釧路自然環境事務所　所長　岡野 隆宏 氏）
 　　　・商品造成ワークショップ　②

 　　　・中小・小規模企業向け経営支援施策について
 　　　　（説明者：経済産業省北海道経済産業局、

　　　　　　　　　（公財）北海道中小企業総合支援センター）

 添　付　資　料   ※添付資料 
　アドベンチャートラベラー受入セミナー・ ワークショップチラシ

 報 道 ( 取 材 )  取材いただける場合、開催前日までに下記連絡先あてご連絡いただきます
 に 当 た っ て ようお願いいたします。 
 の お 願 い

 他 の ク ラ ブ  同 時 配 付  釧路総合振興局記者クラブ
 と の 関 係

 担 当 　経済部観光局観光振興課　（担当者：伊東） 
 （ 連 絡 先 ）       ＴＥＬ　（直通）０１１－２０６－６９４４ 

　根室振興局産業振興部商工労働観光課（担当者：松島） 
    　ＴＥＬ　０１５３－２３－６８３０



地域間プラットフォーム構築に向けたAT受入体制整備事業

アドベンチャートラベラー受入セミナー・
ワークショップ
2023年にアドベンチャートラベル・ワールドサミット北海道・日本（ATWS2023）がアジアで初めて実施開催され、海外

から北海道へのアドベンチャートラベル（AT）における注目度が集まっています。本セミナーは、AT関連事業者（ATガイド、

ツアーオペレーター、DMO等）をつなぐプラットフォーム構築に向け、地域の関係者が相互に知識や技能を共有し合い、連

携を深めることを目的として開催します。各会場ともに2日間の開催となり、セミナーやワークショップを通じて、地域内外

の方々とのネットワーク強化にお役立てください。

（公社）北海道観光機構 主催
先着３０名

参加費無料
※交流会は別途参加費が必要です。
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会場：函館市勤労者総合福祉センター（サン・リフレ函館）視聴覚室

函館市大森町２−１４

会場：稚内市ポートサービスセンター 多目的室

稚内市開運２丁目３

会場：道北経済センター 6階会議室

旭川市常盤通１丁目２５００−２２

会場：中標津経済センター 多目的ホールAB

中標津町東２条南２丁目１

会場：オホーツク・文化交流センター 視聴覚室

網走市北２条西３丁目 ３番地

外崎 雄斗 氏 奥尻ゲストハウス imacoco

北海道札幌市生まれ。サッカー少年から大学時代はバックパッカーで東南アジアを巡る。
人力俥夫も経験。大学卒業後は5年間の高校教師を経たのちに、2018年に奥尻ゲストハ
ウス「imacoco」をオープン。アウトドドアガイドとして、奥尻島の自然の魅力を案内
しているほか、「自然講師」として島内の小中学校・高校の教育活動にも携わる。北海
道知事認定アドベンチャートラベルガイド。

地域事例紹介者

岡村 泰斗 氏Leave No Trace Japan 代表理事／株式会社backcountry classroom CEO

現在日本全国で、野外指導に関する各種国際基準のもと、野外企業研修、野外指導者養
成などの人材育成を行う。2000年に国内で初めて野外教育に関する博士号を取得し、
2010年まで大学で野外教育の指導を行う。その後、現在の会社を起業し、2013年に
Wilderness Education Association、2015年にWilderness Medicine Training 
Center、2021年にLeave No Traceの国際ブランチを設立するなど、野外指導のグロー
バリズムとプロフェッショナリズムの推進に取り組む。

地域事例紹介者

安藤 誠 氏 ヒッコリーウィンド

札幌市生まれ。北海道アウトドアガイドマスターガイド。大学卒業後、塾、予備校社会
科講師として12年教壇に立ち、大工見習いなどをしながら1999年、鶴居村にこだわり
の宿「ウィルダネスロッジ・ヒッコリーウィンド」を開業。自然が果たす「人と自然へ
の役割」をさまざまな角度から伝えている。2014年、2016年、2018年、2019年、
2020年、2021年『Nature’s Best Photography ASIA』入賞・部門グランプリ受賞。
2020年、イギリス『Wildlife Photographer of the Year』哺乳類部門受賞。

地域事例紹介者

高田 茂 氏 鶴雅リゾート㈱取締役アドベンチャー事業部長

阿寒出身。大学卒業後、ラグビーコーチとしてカナダに1年間滞在し、あらゆるアウト
ドアを体験。帰国後、ホテル経営を経て2009年に鶴雅リゾートに入社。海外事業部長
に着任して欧米人マーケット開拓に関わる。その後現職にて、国内にATを浸透させるべ
く尽力している。（一社）日本アドベンチャーツーリズム協議会理事、ATTAアンバサ
ダーなど役職に就いている。

地域事例紹介者

馬上 千恵 氏 英語通訳案内士・森林インストラクター・ATガイド

福島県生まれ。帯広畜産大学卒業後、北海道森林管理局に8年間勤務。オーストラリア
留学を経て英語講師となり、これまでに知床半島、稚内市、厚沢部町に住み、英語の自
然ガイドやインバウンド向けツアー企画など行う。2020年から札幌市拠点。全国のガ
イド養成講座や英語接客セミナーを実施し、ATWS2023では、PSAスルーガイド、
DOAスルーガイド等を務める。Guide of the year 2024受賞。

地域事例紹介者

申込期限10/11(金）

申込期限11/8(金）

申込期限11/25(月）

申込期限11/28(木）

申込期限12/17(火）



問合せ：事務局
株式会社北海道宝島旅行社 営業部 担当／雨池・常井・鈴木（香織）

札幌市中央区南2条東2丁目 TEL 011-252-2115

・お申込み期限
表面をご確認ください
・募集人数

会場参加：３０名程度
※参加者多数の場合は期限前に締切、および事務局にて先着順にて
ご案内させていただきますので御了承ください。

下記の入力事項について、右記申込フォームより、
【URLから申込】【メールから申込】のいずれか
一つの方法でお申込みください。

＜入力事項＞
①氏名
②ご所属先
③当日の電話番号
④e-mailアドレス
⑤ご参加希望地域
⑥今回興味がある・知りたい内容についてお知らせ
ください。
⑦中小・小規模事業者向け経営支援施策での相談は
希望されますか。
⑧交流会への参加の有無
（各会場1日目の18-20時頃）

●【QRコード】からお申込み

※Googleフォームが立ち上がります。

・申込ＵＲＬ
https://forms.gle/3Szup8Km4fX3zeQF6

●【メール】からお申込み

左記の＜入力事項＞の内容を、下記まで送付くださ
い。
E-mail：at-info@hokkaido-takarajima.com
FAX：011－252－2117
事務局：株式会社北海道宝島旅行社

営業部 担当：雨池・常井・鈴木（香織）

参加申込み方法

セミナー日程

岡野 隆宏 氏
環境省
北海道地方環境事務所釧路自然環境事務所所長

1997年に環境庁（現・環境省）に入
庁し、主に自然環境の保全を担当。
レンジャーとして阿蘇くじゅう国立
公園、西表国立公園（現・西表石垣
国立公園）で現地勤務を経験。2021
年7月より国立公園利用推進室長とし
て、国立公園ならではの上質なツー
リズムを模索する中で、ATの考え方
に出会い強い共感を持つ。2023年7
月に念願叶って道東に赴任。

尼子 直輝 氏
環境省
北海道地方環境事務所 次長

広島市出身。大学時代を札幌で過ご
し、アメリカで野外レクリエーショ
ン管理等を学ぶ。環境省では、釧路、
ドイツ、小笠原への赴任のほかは、
主に国際的な生物多様性保全に関与。
2024年7月から現職。全国通訳案内
士有資格者。

菊地 敏孝氏
北海道アドベンチャートラベル

協議会
事務局長

函館市出身。NPO法人大沼・駒ヶ岳
ふるさとづくりセンター事務局長を
経て、2015年に北海道宝島旅行社に
入社。2020年から北海道観光振興機
構に出向し、ATWS北海道実行委員会
事務局統括ディレクターを務めた。
2024年4月、同協議会事務局長に就
任。

セミナー「国立公園を活用したAT」 ワークショップ

全会場函館・旭川・稚内網走・中標津

日 程 時間 プ ロ グ ラ ム

13:00 開場・受付

13:30 開会

13:35 「ATガイド事例紹介とリスクマネジメント」

14:35 休憩

14:45 ATツアーと従来のツアーの違い（北海道アドベンチャートラベル協議会）

15:15 ３泊４日モデルーツアーを考えよう！ワークショップ＆意見交換①

16:35 グループ発表・フィードバック

17:00 まとめ・終了

18:00 交流会（～20:00想定）

9:00 開場・受付

9:30 開会

9:35 国立公園を活用したAT

10:35 終了

10:35 休憩

10:45 ３泊４日モデルーツアーを考えよう！ワークショップ＆意見交換②

11:30 中小・小規模事業者向け経営支援施策について

12:00 終了

2日目

1日目

（北海道経済産業局、北海道中小企業総合支援ｾﾝﾀｰ）

※12月19日-20日の稚内会場は

・1日目
「ATガイド事例紹介とリスク

マネジメント」
・2日目
「国立公園を活用したAT」

の講演の入れ替えがございます。
ご了承くださいませ。


